











［詳細はこちらへ］
ドイツの省エネ基準と日本の省エネ基準では
何故･･･こんなにも大きな省エネ数値の差があるのか･･･？
冬寒く、夏は涼しい
冬寒く、夏は酷暑となる
ドイツの省エネ基準と日本の省エネ基準








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価単位　KWh／㎡






























































９以上　APB空気断熱工法


９～６　(一社)住環協※１　　　　


S＋～A(一社)エネパス協※２


５～２　国の省エネ基準　


　　　　　　　　2016/9/22作成


空気＋植物のAPB空気断熱工法は、ドイツの最高基準である


☆９＝37.5KWｈ／㎡　をさらに上回る省エネ実測数値で証明


※１　一般社団法人　住建物の音熱環境性能表示推進協会　


※２　一般社団法人　日本エネルギーパス協会

















住環協評価と省エネルギー対策等級




















37.5未満





☆９





ドイツ　パッシブソーラー


ハウス　レベル





☆８





総合A＋＋�(37.5～52.5）





☆７





総合A＋�（52.5～85）





☆６





S＋相当�(120)





総合A


（85～125）





　　S相当(170)





★★★★★等級5　

















★５





　　A相当(220)�次世代省エネ





★★★★等級4　

















★４





　　B相当(270)�旧省エネ





★★★等級3　

















★３





　　C相当(320)�旧省エネ





★２





★★等級2　

















空気の質に


要注意…！





ドイツの省エネ基準　９☆　37.5　Kw／㎡未満





日本の省エネ基準　５★　相当125～170　 Kw／㎡





国の省エネ基準は、断熱材を基本に使った低い評価水準…


(一社)住環協・エネパス協と国の省エネルギー基準相当ランク一覧


ランク�
単位kwh/㎡�
省エネ性能値�
倍率�
�
�
９☆�
37.5未満�
(独)パッシブソーラーハウスレベル�
1.00�
�
�
８☆�
37.5～52.5�
８☆～６☆　(一社)住環協　目標数値�
1.40�
�
�
７☆�
52.5～85.0�
�
2.28�
�
�
６☆�
85.0～１25.0�
S＋～A (一社)エネパス協　目標数値�
3.34�
�
�
５★�
相当（170）�
S　2020年には適用義務化�
4.5３�
�
�
４★�
相当（220）�
A次世代省エネ基準H11年�
5.89�
�
�
３★�
相当（270）�
B新省エネ基準H4年�
7.20�
�
�
２★�
相当（320）�
C旧省エネ基準S55年�
8.55�
�
�
２★～４★（H25年）は、これまでの日本の省エネ基準です。





信州大学山下恭弘名誉教授（一社）住建物の音熱環境性能表示推進協会が、�ドイツの６☆～９☆（125.0～37.5kwh/㎡未満）の省エネ基準を参考に�独自に作成した評価基準です。





上記に示すように日本の省エネ最高基準は、同ランクの５★と、ドイツの９☆に比べ4.5倍ものエネルギー消費が認められた、低いレベルの省エネ基準となっています。


下記に紹介する「ＡＰＢ空気断熱工法」による省エネ技術では、ドイツの最も厳しい９☆37.5kwh/㎡未満の省エネ基準をさらに－２５～＋２％の実測省エネ性能が


（一社）住環協によって、年間実測により認証評価されています。


�
�
実測数値�
ドイツ基準�
比較�
�
�
1�
Ｓ様�
28.0 kwh/㎡�
９☆�
より更に　－２５％�
�
�
2�
M様�
30.8 kwh/㎡�
９☆�
より更に　－　６％�
�
�
3�
W様�
31.6 kwh/㎡�
９☆�
＋　２％�
�
�
APB空気断熱工法＝空気と植物を組み合わせた断熱工法です。�
�









